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１．問題と目的

　管理栄養士の教育は、栄養・食を通じて、人々の健康と幸福に貢献する管理栄養士・栄養士
の養成を図るものであり、管理栄養士・栄養士養成施設における臨地実習の目的は 1）2）3）4）、実
践の場での課題発見と解決を通して、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメントを行うため
に必要とされる専門的知識と技術の統合を図り、管理栄養士として具備すべき知識及び技能を
習得させることを目的とすると定めている。
　臨地実習の実施にあたっては、各大学が学生数や実施時期、実習施設などの現状に合わせて、
独自の指導プログラムを展開している 5）。管理栄養士国家試験受験資格取得のためには、管理
栄養士養成課程において、臨地実習として45時間の実習を１単位として４単位以上の実習を
行い、これらの臨地実習に伴う事前・事後指導の科目として、総合演習Ⅰ・Ⅱがある。尚絅学
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　管理栄養士資格を取得するため臨地実習を行う必要があるが、その実習内容が就業意識
（管理栄養士として職業を希望するか否か）にどのように影響するかはこれまで明らかに
なっていなかった。そこで本研究では、管理栄養士養成課程を履修している学生が、公衆
栄養学臨地実習（以下、実習とする）の前後における実習内容の変化についての検討を行っ
た。併せて、コロナ禍の前後における就労意識の変化についても対比した。
　2017年度から2021年度における尚絅学院大学の実習履修者に対し、事後アンケート調
査を行い、419名を分析対象者とした。アンケートでは、実習前および実習後の就業意識
について「まったく希望しない」、「できれば希望しない」、「できれば希望する」、「是非希
望する」の４件法で回答してもらった。
　その結果、実習前においては、コロナ禍前の方がコロナ後と比較して就業意識が高いこ
とが明らかになったが、実習後では両者で有意差がなくなっていた。つまり、コロナ禍後で
あっても実習後は、コロナ禍前と遜色がない水準まで就業意識が高まっていることが示唆
された。今後の実習においても、非常時用として、ICT（Information and Communication 
Technogy）を活用した学内実習用のプログラムも準備しておくことが必要となってくる。
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院大学では臨地実習Ⅰ～Ⅳの科目をおき、臨地実習Ⅰでは「給食経営管理論」、臨地実習Ⅱ・
Ⅲでは「臨床栄養学」、そして臨地実習Ⅳでは「公衆栄養学」に係わる実習となっている 6）7）。
　コロナ禍において、臨地実習も例外ではなく、長年対面を主として実施されてきたものが、
自宅での自主学習の実施、さらにはオンライン実習が加わり多様に変化している。折しも、第
４次食育基本計画 8）では、生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進とともに、横断的な視
点として、「新たな日常やデジタル化に対応した食育の推進」が重点事項３として挙げられて
いる。
　本研究では、実習の履修者を対象に、実習の前後で管理栄養士として職業を希望するかとい
う就業意識（以下、就業意識）の変化について検討を行う。また、コロナ禍後において、実習
で得た経験が、将来管理栄養士としての職業を希望するかについても検証する。さらに、コロ
ナ禍後の実習内容の変化を明らかにすることで、今後の実習の在り方を検討していくための資
料とすることを目的とする。

２．方法

２－１．調査方法
　実習を行った大学生を対象に質問紙によるアンケート調査を実施したところ、419名 （男性
32名、女性381名、不明６名）から分析可能な回答が得られた。このうち、コロナ禍前に実
習を実施した対象者は252名（2017年度 86名、2018年度 83名、2019年度 82名）、コロナ禍
後に実習を行った対象者は167名（2020年度 82名、2021年度 85名）であった。倫理的配慮
として、回答は自由意志であること、不参加の場合でも不利益を受けないことについて口頭お
よび文書で説明した。

２－２．調査内容
　まず、実習前の意識（栄養士という職業を希望するか否か）について「１．まったく希望し
ない」、「２．できれば希望しない」、「３．できれば希望する」、「４．是非希望する」の４件法
で回答してもらい得点化した。そして、実習後の意識（栄養士という職業を希望するか否か）
についても同様に「１．まったく希望しない」、「２．できれば希望しない」、「３．できれば希
望する」、「４．是非希望する」の４件法で回答を求め、得点化した。
　さらに、実習期間中の実習内容について、講義（栄養関係）、講義（栄養関係以外）、栄養教育・
健康教育（講話）、食生活改善推進員・保健推進員（育成・養成講座）、調理指導、特定給食施
設指導、特定健診・特定保健指導、乳幼児健診、生活習慣病予防検診、栄養計画・地域計画・
総合計画、食育事業、媒体作成、個別相談指導、母子健康手帳交付、運動指導、離乳食相談・
指導のそれぞれの項目に対し、「（実施）あり」、「（実施）なし」の２件法で回答してもらった。

２－３．統計解析
　本研究における統計処理はSPSS 20.0 for windowsを用いて行い、統計上の有意水準はすべ
て両側５％未満とした。
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３．結果

３－１．コロナ禍前後の実習内容の変化について
　コロナ禍前後の実習内容の実施状況について表１に示す。コロナ禍前においては、調理指導、
乳幼児健診、個別相談指導、離乳食相談・指導の実施率が高かった。一方、講義（栄養関係）、
生活習慣病予防検診、栄養計画・地域計画・総合計画、食育事業についてはコロナ禍後の方の
実施率が高かった。

表１．コロナ禍前後の実習内容の実施状況（コロナ禍前 252 名、コロナ禍後 167 名）

実施有 % χ2 p
講義（栄養関係） コロナ禍前 232 92.1

5.71 .01
コロナ禍後 163 97.6

講義（栄養関係以外） コロナ禍前 225 89.3
1.00 .40

コロナ禍後 154 92.2
栄養教育・健康教育（講話） コロナ禍前 150 59.5

1.91 1.91
コロナ禍後 88 52.7

食生活改善推進員・保健推進員
（育成・養成講座）

コロナ禍前 104 41.3
.74 .42

コロナ禍後 76 45.4
調理指導 コロナ禍前 46 18.3

19.86 < .001
コロナ禍後 6 3.6

特性給食施設指導 コロナ禍前 64 25.4
3.73 .06

コロナ禍後 57 34.1
特定健診・特定保健指導 コロナ禍前 44 17.5

2.20 .17
コロナ禍後 39 23.4

乳幼児健診 コロナ禍前 144 57.1
17.08 < .001

コロナ禍後 61 36.5
生活習慣病予防検診 コロナ禍前 13 5.2

4.63 .04
コロナ禍後 18 10.8

栄養計画・地域計画・総合計画 コロナ禍前 84 33.3
6.31 .01

コロナ禍後 76 45.5
食育事業 コロナ禍前 108 42.9

7.26 .01
コロナ禍後 94 56.3

媒体作成 コロナ禍前 185 73.4
1.61 .23

コロナ禍後 113 67.7
個別相談指導 コロナ禍前 90 35.7

19.07 < .001
コロナ禍後 27 16.2

母子手帳交付 コロナ禍前 59 23.4
.02 .90

コロナ禍後 38 22.8
運動指導 コロナ禍前 31 12.3

.08 .88
コロナ禍後 19 11.4

離乳食相談・指導 コロナ禍前 97 38.5
14.31 < .001

コロナ禍後 35 21.0
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３－２．実習前後の就業意識の変化について
　実習前後によって大学生の就業意識に変化がみられるかどうかについて検討した。その際、
コロナ前後の効果の違いについても検証するため、「実施時期」の２水準（コロナ禍前、コロ
ナ禍後）および「実習前後」の２水準（「実習前」「実習後」）の組み合わせを独立変数とし、
就業意識の得点を従属変数とする２要因の反復測定分散分析を実施した（表２）。
　その結果、「実施時期」と「実習前後」との間に交互作用が認められ（F（1, 372）＝6.95，p＜.01）、
また実習前後の主効果も有意であった（F（1, 372）＝19.54，p＜.001）。単純主効果の検定をし
たところ、実習後では有意ではなかった一方で、実習前の主効果は有意であった（F（1, 372）
＝19.54，p＜.001）（図１）。

表２．実習前後における就業意識の２要因の反復測定分散分析結果

平均平方 自由度 Ｆ値 有意確率
実施時期（コロナ禍前・コロナ禍後） 2.32 1 19.54 <.001
実施時期×実習前後 0.83 1 6.95 .009
誤差 0.12 372

図１．実習前後における就業意識の変化
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４．考察

　本研究は、実習を実施した学生を対象にアンケート調査を実施し、コロナ禍前の３年間とコ
ロナ禍後の２年間における、実習前後の実習内容の違いと管理栄養士としての就業意識の変化
を検討した。
　コロナ禍前後の実習内容の変化について、コロナ禍前においては、調理指導、乳幼児健診、
個別相談指導、離乳食相談・指導の実施率が高かった。一方、講義（栄養関係）、生活習慣病
予防検診、栄養計画・地域計画・総合計画、食育事業についてはコロナ禍後の方の実施率が高
かった。飯田 9）らは、卒前・卒後に必要な教育内容の中で、養成校時代に学んでいて役立って
いる授業や教育内容として、調理学、給食経営管理、臨床栄養学、公衆栄養学を挙げており、
座学中心ではなくグループワークなどの授業を多く望んでいたと報告している。しかしながら、
コロナ禍の実習においては、対面での食生活指導が限定されることにより、非対面で実施でき
る内容として、栄養関係の講義、地域計画、総合計画、媒体作成など、ICTを駆使しオンライ
ン実習を組み入れた実習プログラムが実施された。コロナ禍前に実施していた内容は、組織と
施設の位置づけ、健康教育、栄養相談、栄養教育、多職種との連携体制つくりなどを組みこん
だ実習内容が多く、乳幼児健診、個別栄養指導などの対面事業が実施されていた。大出 10）ら
も報告している通り、今後も臨地実習受け入れ施設と連携を図りながら実習内容の協議を進め
ることが必要となってくる。
　さらに、実習前後の就業意識の変化については、実習前の就業意識においてコロナ禍前と後
で有意差が確認された一方、実習後においては両時点で就業意識に有意差はみられなかった。
つまり、コロナ禍後においても実習を通して、コロナ禍前と遜色がない水準まで就業意識が高
まっていることが示唆された。先行研究 11）12）の結果においても、管理栄養士養成課程の学生
にとって、臨地実習という体験学習は、講義や演習・実習で学んだことを実際に体験すること
により、職業意識や学習内容の理解度及び修得度が高まるとして、就業意識は実習前と比べ実
習後で有意に増加していたと報告している。実習前の授業で質問しても、給食経営管理への理
解が深い一方、公衆栄養を担当する行政の管理栄養士の業務内容を理解している学生数は少な
く、保健所、市町村保健センターに勤務する管理栄養士の業務の実際を体験することにより、
実習を通して新しい発見や気づきなどがあり、管理栄養士像への期待も加わり、新たな職域の
発見につながっている。こうした状況が実習後に有意な差が認められない状況につながってい
るものと推察される。
　以上を踏まえると、今後は、実習を受け入れる施設の管理栄養士の経験年数と業務内容を重
視した実習先の確保を従前通り行うことは勿論であるが、コロナ禍同様に、非常時用として、
対面での実習ができない場合を想定し、非対面で可能な ICTを活用した学内実習用の共通の
プログラムの作成の準備も進める必要がある。
　コロナ禍の現在、受け入れ実習施設の確保が困難であるが、新規の施設を発掘しながら多く
の学生が管理栄養士という職業を選択し就業できるよう支援していきたいと考えている。最後
にコロナ禍においても ICTを活用し、学びを止めずに工夫して取り組んだ学生の活動する力
にも大いに期待したい。
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